
表２：当院での流早産予防のとりくみ

• 早産リスクの把握

• 慎重な外来管理

• 妊婦さんへの情報提供

早産リスクセルフチェックによるハイリスク妊婦さんの把握

治療的頸管縫縮術（合成吸収糸）

カルシウム拮抗剤内服による子宮収縮抑制 （※）

• 個別化した予防治療

• 流早産徴候の早期発見・介入
（頸管短縮、炎症）

• 流早産の発症予防や発症時期を遅らせる

• 母体へのより負担の軽い治療や支援

早産既往・頸管短縮症例へのプロゲステロン投与 （※）

ウリナスタチン腟錠 （※）

臨床心理士による精神サポート

（※）は保険適用外

細菌性腟症の治療、プロバイオティクス

予防的頸管縫縮術

妊娠高血圧症候群ハイリスク症例へのアスピリン投与 （※）

多職種連携（助産師、ソーシャルワーカーなど）


